
紡
錘
鹿
科
有
孔
鹿

(F
u
su
tin
id
F
o
ram
in
ife
ra)
珍

分
類
に
関
す
る
論
説
の
評
論

(

〟

)

牢

.樺

正

四

郎

〔
文
中
爪

肌
内
の
ロ
ー
マ
数
字

は
本
文
末
尾
に
附
す
る
文
献

の
藤
雛
で
火
れ
忙
次
ぐ
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
打
数
を
示
す
)

緒

言

V
.
Aqbtte
1･
(XX
X
IX
)

に
よ
れ
ば
紡
錘
曲
が
文
番
に
あ
ら
わ
れ
LJ
の
は

R
sch
ew
sk
y
が
属
名
を
以
て

B
em
e
r･

k
u
n
g
tib
er
die
versteine
rten
u
n
d
im

G
o
u
v
erm
en
t

R5asan
a
u

fg
e
fu
n
d
en
e
n

R
o
g
g
e
n
k
6
r
n
e
r
(R
u
s
s,

B
e
r
g
.
J

ou
rn
al
.
1
82
6
.

V
o1.
III.
pp
,

2
0
2
.
2
0
3
)

に
之
を
変
粒
の
化
石
と
し
て
報
導
し
た
の
を
以
て
噂
矢
と
す

る
｡
其

後
三
年
に

し

て
一
八
二
九
年

F
is

ch
eT
d
e
W

aldheim
(E
v
il)
が
同
様
な
化
石
を
露
問

モ
ス
コ
-
近
郊
の

M
jOa
t
sChk
ow
o
か
ら

F
u
su
liき
a

と
云
ふ
名
種
を
奥

へ
て
報
導
し

.
央
れ
お
勧
め
tJ
正
皆
に
動
物
化
石
で
あ
る
事

を
静
め
た
｡共
役
八
年
を
種
で

一
八
三
七
年
に
同
氏
は
(x
v
讃
)
其
模
式
種
と
さ
れ
て
屠
る

F
usu
lin
a

cy
lin
d
r
ic･a

F
isch
er
d
e
W

al
dh

eim
を
記
載
し
此
者
を
頭
足
類
に
分
頬
し
な
う
と
云
ふ
の
は
常
時
の
聾
者
は
有
孔
歳
計
各
部
預

足
頻
の
中
は
包
含
せ
し
め
て
居

っ
た
薦
め
で
あ
る
､
其
後

B
rad
y
が
A
n
n

.
&

M
a
g
.
N
at.
H
ist.
1
∞7
6
,

4
S
er.

V
o
t
･

1∞〉
pt･
1∞
に
露
問
の
石
炭
紀
'
石
衣
岩
か
ら
他
の
二
三
の
有
孔
鬼
と
北
ハ
ほ

F
usul
i
n

a

c
y

lin
d
r
ica

F
is･

c
h
e
f.
d
e
W

aldh
eim

を
記
載
し
た
が
之
79
F
isc
h
er
de
W
al
dheim
と
同
様
は
其
内
部
構
造
に
勤
で
は
何
等
論

紡
錘
瓜
朴
有
孔
地

(F
u

su
iin
id
F
o
r
a
m

in

if
er
a
)

の
分
軸
に
捌
す
る
翰
祝

の
許
静

男

]

1
七



地

球

節
十
七
巻

節

六
挟

望

一

一
八

及
し
て
居
ら
な
か
っ
た
｡
是
等
の
記
載
は
常
時
は
十
分
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
今
日
か
ら
見
れ
ば
不
十
分
の
者
で
あ

る
｡
而
し
て
紡
錘
歳
の
内
部
構
造
を
ど
は
顧
ら
れ
ず
其
億
は
魂
っ
て
居
つ
カ
が
其
後
四
十
年
を
経
て

V
.
轄
61teT
が

露
闘
石
炭
紀
石
衣
岩
中
に
産
す
る
有
孔
鹿
の
外
部
及
び
内
部
構
造
の
精
細
度
研
究
を
慈
げ
原
産
地
か
ら
の

F
u
su
li･

n
a

cy
lin
d
ri
ca
F
isch
er
d
e
W
al

dtheim
其
他
数
種
の
F
u

sulina
を
記
載
す
る
と
同
時
は
新
属

F
u
su
lin
ella
,

Sc
h
w
a
g
e
r
in
a
,
H
em
lf
u
su
lin
a
を
記
載
し
て
居
る
｡
氏
の
論
文
は
賓
は
優
秀
夜
着
で
其
彼
紡
価
歳
の
研
究
は
全
て

乗
れ
を
基
礎
と
し
て
進
歩
礁
連
し
て
凍
死
者
で
あ
る
｡
紡
錘
轟
は
其
筏
漸
次
石
炭
紀
及
び
二
塵
の
罫
要
を
標
準
化
石

で
あ
身
､
且
つ
地
層
の
群
別
に
甚
だ
有
用
な
る
者
で
あ
る
事
が
明
瞭
に
な
っ
た
｡
御
衣
新
屠
及
び
亜
属
が
相
次
い
で

公
表
さ
れ
､
央
れ
等
の
定
義
及
び
改
麿
は
就
で
は
種
々
論
議
n
れ
従
っ
て
其
分
瓶
に
踊
す
る
散
も
可
夜
-
紛
乳
を
極

め
る
に
至
っ
た
｡
文
数
壁
の
構
造
は
就
で
も
或
は
多
孔
質
を
ゎ
と
芸
れ
或
は
無
孔
貿
在
る
罫
を
諭
ぜ
ら
れ
ね
が
今
日

で
は
後
は
各
々
に
就
き
詳
説
す
る
様
に
紡
錘
亜
科
の
多
-
の
者
の
穀
壁
は
外
側
に
極
め
て
薄

い
顕
微
鏡
で
見
る
と
黒

-
見
え
る
無
孔
の
暦
'
即
ち

t
ectu
m

と
呼
ば
れ
る
者
が
有
与
其
内
側
ほ
は
比
較
的
厚
い

k
eri
otheca
或
は

al
ve･

olar
structu
re
と
呼
ば
れ
る
者
が
あ
る
t
k
eri

othecaは
te
ctum
は
直
角
在
野
多
の
薄
板

(iam
etla
)
の
組
合

せ
に
よ
み
蜂
裾
の
構
造
を
有
す
る
者
で
p
乙
の
k
eriotheca
が
宛
も
他
の
有
孔
鹿
の
中
の
多
孔
質
の
者

(P
erforata)

の
穀
壁
の
棟
に
見
え
る
の
で
童
い
聾
者
は
紡
5
'点
を
多
孔
質
数
を
有
す
る
者
と
考

へ
カ
､
V

.

M
a

]ter
を
ど
も
其

一

人
で
あ
る
.
又

tectu
m

の
存
在
に
就
て
任
意
し
て
居
っ
た
人
も
其
物
は
穀
壁
の
上
に
二
次
的
に
成
生
rb
れ
る
者
と

m山

考

へ
力
み
P
或
は
防
塵
鹿
の
中
で

K
eriotheca
の

lam
e]ta
が
殻
の
表
面
近
-
で
急
に
分
枝
し
て
赦
密
に
在
る
者

が
あ
る
の
で

tectum
は
細
孔
の
背
骨
に
非
ず
之
は
薄
薮
の
分
枝
が
其
櫨
に
見
せ
か
け
る
者
と
論
じ
た
人
79
あ
る
が



今
H
で
は
こ
れ
等
の
龍
は
賛
成
さ
れ
て
居
ら
覆
い
｡
又
つ
い
で
は
云
ふ
と

F
usu
tinella
の
穀
壁
は
他
の
者
と
典
を

与
keriotheca
を
散
-
が
其
れ
に
相
常
す
る
者
で
牛
透
明
に
鬼
ゆ
る
薄
層
を

d
iaph
anot
heca
と
呼
ば
れ
る
｡

有
孔
鼻
の
各
科
の
中
で
此
科
の
様
に
属
の
改
暦
が
行
わ
れ
た
-1
七
分
瓶
は
つ
い
で
種
々
輪
講
ruれ
LJ
-1
､
或
は
殻

の
構
造
に
就
て
論
講
さ
れ
た
者
は
他
に
類
例
を
児
覆

い
盛
の
者
で
あ
る
｡

故
小
棒
博
士
は

(X
L
IV
)
長
門
図
歌
書
轟
の
石
衣
岩
の
研
究
中
紡
健
亜
秤
有
孔
曲
の
新
分
数
怯
む

公
衷

さ
れ
カ
が

此
分
類
蔭
は
従
水
の
錯
刺
し
て
居
っ
た
分
数
法
を
統

一
し
優
秀
在
る
者
で
あ
っ
た
が
動
物
命
名
規
約
上
ま
ね
其
他
二

三
の
不
備
を
鮎
が
あ
っ
た
の
で
同
氏
は
自
ら
後
に
其
れ
を
訂
正
し
て
居
る
(X
L
V
II.
L
)
然
し

D
u
n
b
a
r
&

C
on
d
ra

(X
III)
は
之
と
殆
ど
同
時
に
小
津
氏
の
節

一
次
の
分
類
法
に
基
p
J
其
れ
を
少
し
-

改
良
し
た
新
分
娩
法
を
提
案
し

た
｡
之
等
と
殆
ど
同
時
に
李
四
光

(x
x
x
L)
及
び

C
o
tan
i
(v
I)
等
の
紡
健
歳
は
閥
す
る
尭
大
を
著
述
が
あ
-
巽
中

は
各
自
猫
特
の
分
類
法
を
採
用
し
て
居
る
.
而
し

て之
等
の
分
叛
法
は
小
棒
氏
及
び
D
unbar
&

C
o

ndraの
者
と

著
し
-
異
を
-
､
よ
カ
合
法
的
で
な

い
接
に
考

へ
ら
れ
る
'
又

D
u
n
ba
r
は
最
近

H
enb
e
st
(X
IV
)
及
び

S
k
inI

ne
r
(X
V
)
と
共
に
紡
錘
叔
科
有
孔
鹿
の
分
類
に
踊
す
る
或
婁
在
る
論
文
を
公
表
し
て
居
る
｡

歌
に
分
療
法
の
主
在
る
者
を
馨
げ
る
｡

鯨
健
親
和
有
孔
鹿
は
最
初

C
arp
enter
(V
.
3
07)
ほ
よ
り
疑
問
h
t以
っ
て

N
u
m
m
u
linida
e

科
は
分
漉
さ
れ
ね

が
此
考
は

B
ra
dy

(

Ill)
に
よ
少
踏
襲
rb
れ
た
､
又

R
h
u
m
b
le
r
(L
II)

は
之
を

E
ndothy
rida
e

秤
に
介
黄
し
た

が

V
･
M
61ter
は
F
u
su
lin
id
ae
在
る
一
科
を
創
ら
之
を
其
中
に
包
含
せ
し
め
て
居
る

0
最
近
の
人
は
皆
rJ
れ
を
採

用
し
て
居
る
の
で
あ
る

F
usu
lin
id
a
e
の
分
数
に
枕
で
は
上
述
の
蔵
に
敢
近
､
小
尊
氏
及
び
D
u
n
b
ar
氏
等
の
者
が

紡
純
銀
科
有
孔
鹿

(
F
u

su
tin
id

Foram
in
if
e
r
a
)

の
分
粕
に
紺
す
る
論
敵

の
評
論

望

三

]
九



地

球

解
十
七
替

妨
六
炊

望

四

二
〇

あ
わ
殆
ど
完
成
さ
れ
た
者
で
あ
る
が
故
に
其
他
の
人
は
よ
み
栓
塞
ruれ
夜
着
は
拓
に
省
略
す
る
｡

小
樽
氏
の
分
類
法
は
次
の
如
-
で
あ
る
｡

O
z
A
W
A

(X
L
IV
.
24･26
)

F

ami
ty
F
u
su
lin
ida
e

V
I

M
E)L
L

E
R

A
.
S
u
b
fa
mi

1y
F
u
slin
in
a
e
v
.
S
T
A
F

F
and
W
E
D
E
X
IN
D

em
.

OzAW
A

G
enus
S
iaff
ella
O
z
A
W

A

G
en
ot
yp
e
S
taj
felt
a
sp
h
a
eri
ca
(v
I
M
o
L
LE
R
)

Sy
n
o
n
y
m
.
F
u
su
lin
ella
(S
T
A
F
F
)

F
us
u
li
n
e
l
l
a

(

D
E
P
R
A
T
)

F

u

su
lin
ella
(
V
.
岩
o
L
L
E
R

e
X

P
a

Tte)

G

enus
N
eof
u
su
li
nella
D
EPR
AT
(eX
p
a
rte
)

G
e
n
u
s
F
u
su
lin
a

F
ISCH
E
R
D
E

WALl)酢
Ⅰ民

S
u
b
g

en
u
s
F
u
su
lin
ella
v
.

寓
O
L
L
E
R

Syn

onym
N
eofu
su
line
l
l
a

D
EPRA
T
(e
X

P
arte)

G

i
r

f

y
in
a
v
.
S
T

A
F
F

S
u
b
g
e
n
u
s
S
ch
ellwi

enia
v
.
S
T
A
FF･W
ED
EKIN
D

S
u
b
g
e
n
u
s
S
ch
w
a
ge
r
i

.さ
a
V
.
M
e
L
L
E
R

em
,
V
.
S
T
A
F
F



B
.

S
u
b
fa
m
ity

V
erb
eekin
ih
a
e
v
.
S
T
A
F
F･
W
E
D
E
K
IN
D
em
.
O
z
A
W
A

CTe
n
u
S
D
o
lio
lin
a
S
c
H
E
L
L
W
I
f
i
N

S
u
b
g
e

nu
s

D
ol
i
o

li
n

aS
c出
E
L
L
W
I

E
N

em
.
O
z
A
W
A

S
u
b
g
e
n
oty
p
e
D
olio
lin
a
lep
id
a
(S
c
H
W
A

G
E
R
)

ノ
Su
b
g

e
n
us
V

e
r
b
e
ek
in
a
v
.
S
T
A
F
F

S
u
b
g
en
ot

ype

V
er
b
e
ek
i
n

a
v
e
r

b

e

eki
(

G
E

i
NIT

Z
)

G
e
n
us

Neos
ch
w

a
g

eri
n
a

Y
A
B
E

S
ub
ge
n
u
s

C
a
nc
e
lti
n
a
ffA
Y

D
E
N

S
u
b
g
e
n
o
ty
p
e
C
a
n
c
e
l
li7W

P
r
im
ig
en
a
H
A
Y
D
E
N

SubgenllS
N
eoschwageri.詩a
S.
Str.

S
u
bgenu
s
Y
abein
a
D
E
P
R
A
T

Su
bge
n
u
s

S
u
m
a
tr
in
a
IV

oL
Z

S
u
b
gen
oty
p
e
S
u
m

a
tr
in
a
a
n
n
a
e
V
o
L
Z

H
I
D

ouvittt
は

F
u
s
u
tin
d
la
v
.

A
q
巴
le
r
の
模
式
種
を

F
u
s
l.Llin
ella
bo
ck
i
v
.
M
8
1ie
r
に
探
つ
た
が
誤
っ

て

F
l
bS
u
li
n
e
lla

屈
を
球
形
或
は
凹
鋸
状
の
殻
を
有
す
る
者
に
限
定
し
た
､
氏
の
考
は
其
彼

V
,

Staff
及
び

D
?

p
ra
t
等
に
よ

-
盲
従
さ
れ
て
祇
ね
が
小
棒
氏
は
此
親

-
HLJ指
摘
し
て
上
掲
三
氏
の

F

usulin
ella

に
封
し
新
属
名

S
faH
ella

を
提
試
し

Fusulin
ella
は

Fusul1.mella
bo
cki
v
･
M
6tte
r
を
模
式
欄
と
す
る
虞
の
助
飾
状
の
殻
を
有

紡
錘

舷
科
布
孔
瓜

(F
u
s
u
tin
id
F
orami
n
if
e
r
a
)
の
分
封
に
関
す
る
諭
.J.B
の
評
静

誓

冗

二
一



地

球

節
十
七
各

節
六

批

望

六

二
こ

す
る
者
に
限
定
し
た
｡
此
考
は
其
複
の
人
々
は
よ
ム
賛
成

さ
れ
て
居
る
｡
叉
小
樽
氏
の
分
類
中
性
意
す
べ
き
は

F
u
･

su
lin
ella
を

F
u
su
lin
a
の
菰
属
に
置
き
､
前
者
は
放
て
は
穀
壁
の
蜂
裾
構
造

(al
v
e
olar
stru
ctu
re

o
r
k
eri
?

theca)
が
不
明
瞭
に
在
っ
た
者
と
無
粋

して
居
る
事
で
あ
る
｡

又
氏
は

D
o
114Otin
a
の
殻
壁
に
は
蜂
鰯
構
造
を
有
せ
ざ
る
事
を
初
め
て
論
じ
た
､
此
事
は
後
に
逃
ぶ
る
蔵
に
日
本

産
の
従
水

D
o
lio
liua
lep
id
a
(S
chw
a
g
e
r)
と

さ
れ
て
来
た
者
に
就
で
は
鼻
で
あ
る
が
然
し
後
にこ
氏
は
D
oliolin
a

の
模
式
積
で
ぁ
る
魔
の

S
ch
w
a
g
er
が
南
支
那
よ
み
記
載
し
た
る

S
ch
w
a
g
er
in
a
lep
id
a
S
ch
w
a
g
e
r
の
殻
壁
に

は
峰
覇
構
成
の
あ
る
事
を
知

力
D
oliolin
a
と

V
er
beek
in
a
は
同
物
異
名

(Sy
n
o
n
y
m
)
と
考

へ
直
し
た
が
此
考

の
中

V
erbeek
in
a

が

D
o
lio
lin
a
の
同
物
異
名
で
あ
る
と
云
ふ
事
は

後
に
述
べ
る
様
に
正
皆
で
夜

い
と
思
わ
れ

る
0叉

V
erbeek
in
a
に
就
て
は

S
taff
が

ruduに
B
a
sa
lsk
elett
が
無

い
と
論
じ
た
罫
を
否
定
し
本
観
の
殻
は
敬
達

の
後
期
に
放
て
倣
鍋
在
る

B
a
sat
sk
eleton

(p
ara
ch
o
m
a
ta
o
r
B
a
sq

sk
ele
tt)
が
表
れ
て
凍
る
事
を
確
賓
に
し

わ
｡其

後
小
棒
氏
は
此
分
類
法
を
次
の
戒
は
訂
正
し
で
居
る
.

O
z
A
W
A
(X
L
V
ZI,
)401
42
)

F
a
mi

1y

F

usul
in
id
a
e
v
.
M
C?L
L
E
R

A
.
S
u
b
fa
mi
1y
F
u
su
lin
in
a
e
v
.
S
T
A
F
F
･W
E
D
E
K
IN
D
em
.

OzA
W
A

G
en
u
s
S
iaH
ella
O
z
A
W
A



G
en

oty
p
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u
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.
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b
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p
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b
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G
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V
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a
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F
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G
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S
ch
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a
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G
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N
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a
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a
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B
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S
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w
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a
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b
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G
en
us
S
u
m

a
irin
a
V
o
L
Z
,
)
9
0
4
.

S
u
m
a
irin
a

a
n
]La
e

V
o
L
Z

以
上
を
見
る
と

S
c
h
ellw
ie
n
ia
を

F
u
S
u
lin
a

s
･
s
t
r
･

ほ
改
名
し
､
ま

た
新

ら

ね

に

D
ep
r
a
i
e
lla

O
Z
a
W
a
を

加

へ

Y
a
b
ein
a

は
依
然
省
略
rb
れ
で
あ
る
｡
叉

SiaH
e
lla

の
模
式
種
は
従
前
F

u
･5
uli
n
ella
s
p
h
a
er
i
c
a

v
･
岩
8
)1･

e
r
と
し
て
あ
っ
た
者
を
F
u
su
lin
a

sp
h
a
erica
A
b
ic
h

と
改
轡
し
て
居
る
~
V
･
M
61te
r
q
)

F
u
su
lin
e
lla

s
phae･

r7:Ca
は

I)u
n
ba
r
に
依
れ
ば

F
u
su

lin
a

S
p
h
a
e
r
ic
a

A
b
ich
と
同
じ
者
で
な

い
と
云
ふ
が
小
樽
氏
は
前
は
F

u
･

8
u
ti
n
e
lla
Lq

P
h
a
er
i
ca

の
作
者
名
を
誤
っ
て
居
っ
た
の
む
鉱
に
改
正
し
た
罫
と
瓜
め
れ
る
｡

D
u
n
b
aT
&
C
on
d
ra

は
小
棒
氏
の
最
後
の
分
頬
法
の
凝
未
と
同
時
に
氏
の
第

一
次
の
分
類
法
に
修
正
を
加

へ
カ

新
分
類
法
む
提
試
し
て
居
る
が
夫
は
次
に
託
す
る
者
で
あ
る
｡

D
u
N
B
A
R

a
n
d
C
oN
D
R
A

(X
III.
7
2
.7
3
)

F
am
ily
F
u
sul
i
n
i
d

a
e
v
.
M
6
L
L
E
R

A
.
S
u
b
fami
ty
F
u
s
u
tin
ettin
ae
(STAFF卜W
E
I)E
K
I
N
D
)

G
e
n
u
s
S

iaRe
lla

O
z
A
W
A
,
)9
2
5

.

G
e

n
otyp

eF
usu
line
l
la
sp
h

a

e

r
ica

v
.
M

6LLE
R

Synon
y
m

F
u
su
lin
d

la
S
T
A
F
F

F
u
su
li7W
tla
D
E
PR
A

T

G
e
n
u
s

F

u
su
tin
e
lt
a

v
I
M
6
L
L
E
R
.

)87
7

G
e
n
o
t
y
p
e
F
u
su
tin
ella
b
o
ck
i
v
.
岩
G
L
L
E
R

紡
紳

曲

斜

材

孔

蝕

(
F

u

s
u
tin
id

F

oramin
if
e
r
a
)

の
分
封
に
関
す
る
-諭
#
.
の
評
論

川
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二
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晋
蟹

敬
+

i
l
中

一
簸

てく
蓋

訓
0

S
y
n
on

y
m

S
ch
u
ber

舌elta
v
.
S
T
A
F
F
_W

E
D
K
IN

D

B
･

S
u
b
fami

ly
F
u
su
lin

in
ae

v
.
S
T
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F
F
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E
D
E
E
IN

D
,
1
9
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G
en
u
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F
u
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F
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c
H
E
R

D
E

W
A
L
D
fIE

IM
,
18
37

G
en
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p
e
F
u
二u
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a
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F
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C
H
E
R

D
E

W
A
L
D
H
E
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S
y
n
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y
m

S
ch
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ienia
v
.
S
T
A
F
F
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E
D
E
K
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D

N
eofu

su
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ella
I)E

P
R
A
T

G
en

u
s
T
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G
IR
T
Y
,
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04

G
en
oty

p
e
M
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licu

s
S
A
Y

S
y
n
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y
m

F
u
su
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･a
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ctoris
(p
artim

)

S
ch
ellw

ien
ia

v
･
S
T
A
F
F
-W

E
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K
IN

D
(p
a
rtim

)

G
ir
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in
a

v
.
S
T
A
F
F

G
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ba
u
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a

L
E
E

G
en
u
s
S
ch
w
a
g
erin

a
v
.
M
G
L
L
E
R
,
18
77

C
･

S
u
b
fami

ly
V
erb

eek
in
in
a
e
v
I
S
T
A
F
F
-W

E
D
E
K
IN

D
,
19

10

G
en

u
s
D
oliolin

a
S
c
fIE

L
L
W
･IE

N
,
1
90
3

G
en

oty
p
e
S
ch
w
a
gerin

a
lep

id
a

S
c
H
W
A
G
E
R

G
en
u
s
V
er
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a
v
I
S
T
A
F
F
,
19
09

日
日
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D
.
S
u
b
fa
mi
ty

N
e
o
sc
h
w
a
g
e
rin
in
a
e
D
U
N
B
A
R
&

C
o
N
D
R
A

G
e
n
u
s
C
a
n
ce
tlin
a

H
A

Y

t)E
N
.
)
9
1
0

G
en
o
t

ype

C
a

nce
l

li
na
p
r中mi

g

e

naH
A

Y
DE
N

G
e
n
u
s
N
eo
scTw
a
g
er
in
a
Y
A
B
E
,
1
9

0
3

G
enot
y
p
e

N
e

os
c

h

w
ag
e

rina
cra

t

icu
ti
fer
a

S
c
fi
W
A
G
E

R

G
en
u
s
Y
ab

ein
a
D
E
P
R
A
T
.
)

9
1
3

G
e
n
oty
p
e
Y
a
bein
a
in
ou
y
ei
D
E
P
R
A
T

N
eo
sh
w
a
g
er
in
a
g
lo
bo
sa
Y
A

B
E

G
e
n
u
s
S
u
m
a
ir
in
a
V
o
L
Z
.

1

9
0
4

G
e
n
o
ty
p
e
S
u
m
a
b
･in
a
a
n
n
a
e
V
o
L
Z
.

此
分
弗
怯
む
見
る
と
小
浬
氏
の

F
u
su
tin
in
a
e

を
更
に

二
つ
の
並
科

F
u
sul
in
e11in
a
e
及
び

F
u
sul
in
in
a
e
に

分
け
で
あ
る
｡
即
ち
数
に
峰
裾
構
造
の
無

い

F
u
su
lin
eEla

及
び

S
iaR
eu
a

と
之
を
有
す
る

F
u
su
lin
a
S
ch
w
a･

g
er
in
a

等
を
別
の
駄
科
に
編
入
せ
し
め
て
屠
る
｡

又

F

usulin
in
a
e
中
に
は

G
ir
ty

の
T

r
iiiciie･S
を
正
督
在
る

一
層
と
観
め
て
入
れ
で
あ
る
｡

又
小
樺
氏
の

V
e
rb
e
e
k
in
in
a
e
む

V
e
rb
e
e吋
in
in
a
e
と

N
e
o
sch
w
a
g
e
Tin
in
a
e

の
二
つ
の
菰
科

は
介

っ
て
居

る
○又

最
近

D
u
n
ba
T
が

fl
enbest
と
弗
に
新
分
粗
法
も
披
講
し
た
が
後
同
氏
は

S
k
in
n
e
r

と
北
ハ
ほ
合
計
新
四
巌

を
創

っ
て
屠
る
其
れ
等
を
綜
括
し
て
其
新
分
粗
放
を
改
正
す
る
と
次
の
粘
基
に
な
る
｡

鮎
紳
助
科
有
孔
曲

(
F
u
su
lin
id
F
o
r
a
mi
n
if
era)
の
分
軸
に
関
す
る
諭
紀
の
評
論

望

一

二
七
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蟹
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<

D
u
N
B
A
R

a
n
d

H
E
N
B
E
ST

(X
III)

D
U
N
B
A
R

a
n
d

S
x
IN

N
E
R

(Ⅹ
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b
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G
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u
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T
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G
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G
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u
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S
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w
ag
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a
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班
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E
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S
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D
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a
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S
u
b
fa
m
.
D
.
N
e
o
s
c
h
w
a
g
erin
ina
e

D
u
N
B
A
R

a
n
d
C
o
N
D
R
A

以
上
の
中
敢
後
の
並
科
に
就
で
は
何
等
鍵
化
が
覆

い
が
其
他
の
者
に
於
て
は
著
し

い
担
化
が
あ
る
.
殊
に

D
i
nI

b
a
r
&

H

enb
e
st
は

F
usu
lin
a

の
模
式
種
な
る

F
u
su
lim
a
cy
ti71d
r
ica
F
isc
h
e
r
d
e
W
al
d
h
eim

の
殻
壁
に

は
蜂
絹
構
造
が
無

い
と
論
じ

F
u
su
lin
a
を

F
u
su
lin
eltin
ae
に
編
入
し
従
衆
多
-
の
聾
者
に
ょ
-

F
u
su
lina
と

n
れ
て
来
た
者
で
峰
裾
構
成
の
有
る
穀
壁
を
有
す
る
者
は
対
し
て
P
s
eu
d
of
u
su
li･n
a

在
る
新
属
名
を
提
議
し
､

其

他
上
述
の
棟
に
新
鹿

W
ed
ek
in
d
ella,
P
a
rafu
su
tin
a
.
P
olyd
iex
oaIin
a

を

創
設
し
て
居
る
｡

以
上
が
澱
近
提
議

さ
れ
た
紡
傭
鹿
科
有
孔
曲
の
分
瓶
蔭
で
あ
る
｡

次
に
今
日
迄
提
識
さ
れ
た
紡
傭
鹿
科
有
孔
曲
の
屈
及
び
亜
鷹
を
畢
げ
其
各
々
に
関
す
る
論
説
を
批
判
吟
味
し
て
見

や
う
と
息
ふ
が
論
を
進
め
る
ほ
就

き
紡
亜
叔
科
有
孔
鹿
の
殻
壁
の
構
造
及
び
各
部
の
名
桐
を
明
か
に
し
て
置
か
在
け

れ
ば
在
ら
な

い
｡
本
文
に
於
で
は

D
u
n
ba
r
&
C

ondra
が
提
議
し
た
者
を
用
ふ
る
罫
に
す
る
.
次
に
名
稀
の
封
此

表
を
掲
げ
る
｡

紡
紳

助
料
有
孔
曲

(
F
u
s
u
lin
id
F
o
r
a
r
n
in
if

era)
の
分
封
忙
関
す
る
訴
訟
の
評
論

望
.エ

二
九



第
十
七
魯

次
は
今
日
迄
捉
講
ruれ
た
る
鈷
傭
歳
科
有
孔
鹿
の
属
及
び
惑
屈
の
名
栴
'
原
作
者
名
'
年
魂
､
及
び
模
式
種
を
奉

げ
る
｡
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